
情
報
ガ
イ
ド　

□
市
政　

□
暮
ら
す　

□
教
育
・
子
育
て
・
キ
ッ
ズ　

□
学
ぶ
・
楽
し
む　

□
募
集　

□
官
公
庁
な
ど　

広報さやま 2014.7月号　　■市役所☎04-2953-1111(代表） 04-2954-6262

13 12

主に市からのお知らせを掲載します
「定員」は原則として先着順、「場所」の掲載がない催しは
問合せ場所が会場、「費用」の掲載がないものは無料です
公式ホームページにはさらに多くの情報があり、公民
館などに設置してある公共施設予約端末でもご覧い
ただけます

　市政　 暮らす　 学ぶ・楽しむ
　教育・子育て・キッズ　 募集
　官公庁など

　市政　 暮らす　 学ぶ・楽しむ
　教育・子育て・キッズ　 募集
　官公庁など

　市政　 暮らす　 学ぶ・楽しむ
　教育・子育て・キッズ　 募集
　官公庁など

公式ホームページ　http://www.city.sayama.saitama.jp/
公式モバイルサイト　http://www.city.sayama.saitama.jp/mobile/
市役所の所在地　〒350-1380 狭山市入間川1-23-5
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市　

政

市　

政

市　

政 東
急
台
自
治
会（
入
曽
地
区
）

　

東
急
狭
山
団
地
は
、大
手
不
動
産
会
社
が
狭
山
市

に
造
成
し
た
初
め
て
の
団
地
で
す
。昭
和
39
年
に
25

世
帯
で
結
成
さ
れ
た
自
治
会
の
会
員
は
、50
周
年
を

迎
え
た
現
在
、８
４
０
世
帯
ま
で
増
え
ま
し
た
。

　

団
地
内
で
は
、20
数
年
来
有
志
の
皆
さ
ん
が
、高
齢

者
を
対
象
に
軽
食
会
を
開
い
て
い
ま
し
た
が
、昨
年

そ
れ
に
加
え
て
月
１
回
の「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ

ェ
」を
オ
ー
プ
ン
。こ
れ
を
機
に
、幅
広
い
協
力
者
が

参
加
し
て
、軽
食
会
と
合
わ
せ
た
自
治
会
主
催
の
東

急
台
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン「
カ
フ
ェ
・
ホ
ッ
ト
ほ
っ
と
」

と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。今
で
は
、赤
ち
ゃ
ん
連

れ
の
マ
マ
も
90
歳
を
過
ぎ
た
方
々
も
、気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
交
流
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

みん
なでつなぐ

市民リレー

　私の宝物は、18年前に亡く

なった義母が使っていた御詠

歌（仏教の教えを旋律にのせ

て唱えるもの）の道具です。

　狭山に嫁いで来て40年にな

りますが、義母は、菩
ぼ

提
だい

寺
じ

であ

る広福寺や自宅で、よく御詠

歌を練習していました。当時は子育てなどで

忙しく、興味を持ちませんでしたが、義母が亡

くなって少したったころに、広福寺の住職の

勧めで御詠歌の練習を始めることに。不思議

なもので、ゆっくりとした旋律の歌は、練習す

る時間を心休まるひとときに変えてくれます。

　道具はもともと義母が使っていたものです

から、楽譜には義母の文字で練習した日付や、

注意することが書き込まれていて、見るたび

に、当時の義母の姿を思い出します。

　義母と同じくらいの歳になった今だから、

この御詠歌の趣が分かっ

てきました。この道具を大

切に、これからも歌ってい

きたいと思います。

私の宝物 …

義母の残した御
ご え い か

詠歌の道具

松井知恵子さん
（下奥富在住）

　

昭
和
44
年
、上
広
瀬
字
今
宿（
現
・
広
瀬
台
１
丁
目
）

で
、大
規
模
宅
地
造
成（
日
生
さ
や
ま
台
団
地
）に
伴

う
市
内
初
の
本
格
的
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、４
月

22
日
か
ら
６
月
20
日
ま
で
の
間
に
、48
軒
の
奈
良
・
平

安
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
が
終
わ
っ
て
間
も
な
い
６
月
23
日
に
は
、市

議
会
で
遺
跡
の
永
久
保
存
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、一

部
を
公
園
と
し
て
造
成
、住
居
跡
３
軒（
う
ち
１
軒
は

復
元
）を
保
存
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
公
園

は
、小
学
生
の
社
会
科
の
授
業
に
も
使
わ
れ
る
な
ど
、

史
跡
め
ぐ
り
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　私たちは「楽しく踊る」をモットーに、水富公民
館で活動しているフラダンスサークルです。
　皆さんは、フラにどのようなイメージをお持ち
ですか。「軽やかな踊り」と思っている方も多いの
ではないでしょうか。実は、フラはひざを常に曲げ
中腰で行うハードな踊りなのです。そのおかげか
結成から9年、メンバーはそれぞれ年を重ねまし
たが、足腰だけは若い人に負けていません！

　フラからもらった元気をもとに、本場ハワイへ
行ったこともあります。現地のプロが踊るフラは
とても美しく、感動的なものでした。皆さんも、楽
しく健康によいフラを始めてみませんか？
問合せ服部三重子さんへ☎2954‐3025

文
化
財

文
化
財
6060
年
の
あ
ゆ
み

年
の
あ
ゆ
み

今回紹介したものはホームペ

ージにも掲載しています。

フラ・ヒナヒナ

Vol.394

　次回は、青柳にお住ま

いの方を紹介します。

合言葉は「“ホットほっと”で会いましょう」。
笑顔と会話のあふれる私たちのリビングルーム

今今    

宿宿    

遺遺    

跡跡

〜
市
制
施
行
後
、最
初
の
発
掘
調
査
〜

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

温
か
い
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
株
式
会
社
第
一
住
宅
か
ら
社
会

福
祉
の
た
め
に
５
０
０
万
円

▼
彩
の
国
狭
山
茶
ど
こ
ろ
歌
友
会

か
ら
社
会
福
祉
の
た
め
に
２
万
２

千
８
１
９
円

み
ど
り
の
基
金
へ
寄
附

▼
富
士
見
二
丁
目
婦
人
会
か
ら
１

万
43
円

平
成
26
年
度
の
市
民
提
案
型

協
働
事
業
が
決
定

　

市
民
活
動
団
体
か
ら
提
案
さ
れ

た
事
業
の
中
か
ら
９
つ
の
事
業
を

採
択
し
、市
と
の
協
働
で
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

採
択
事
業
①
ヨ
ガ
で
マ
マ
友
を
つ

く
ろ
う
！ 

②
子
育
て
支
援
方
策

の
拡
大
・
深
化
‐
家
庭
訪
問
型
支

援（
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
）の
導
入 

③

「
城
山
砦
跡
」の
整
備
・
管
理
と
有

効
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

④「
ひ
と

り
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
学
習
支
援

事
業
」ジ
ョ
イ
ス
タ
デ
ィ
ー 

⑤
地

域
ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ
事
業「
け
や

の
森
カ
フ
ェ
」 

⑥
市
民
に
対
す
る

年
金
全
般
の
サ
ポ
ー
ト 

⑦
さ
や

ま
サ
イ
ク
ル
タ
ウ
ン
構
想 

⑧
さ

さ
え
あ
う
ゆ
た
か
な
地
域
を
目
指

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
輪
を

広
げ
よ
う 

⑨
高
齢
者
等
が
集
う

野
外
喫
茶「
野
良
カ
フ
ェ
の
開
催

（
農
業
体
験
）」　

※
事
業
の
案
内
は
、今
後
広
報
さ

や
ま
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

問
合
せ
協
働
自
治
推
進
課
へ
内
線

２
５
１
１

黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う

　

広
島
と
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
て
、今
年
で
69
年
め
を
迎
え
ま

す
。市
で
は
、平
和
都
市
宣
言
の
趣

旨
に
沿
っ
て
、原
爆
死
亡
者
と
先

の
大
戦
で
の
戦
没
者
の
霊
を
慰
め

る
た
め
、1
分
間
の
黙
と
う
を
さ

さ
げ
ま
す
。世
界
の
恒
久
平
和
と

犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り
、皆
さ
ん

も
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
原
爆
の
日
／
日
時
８
月
６
日
㈬
、

８
時
15
分（
広
島
）と
８
月
９
日
㈯
、

11
時
２
分（
長
崎
）か
ら

▼
終
戦
記
念
日
／
日
時
８
月
15
日

㈮
、12
時
か
ら

問
合
せ
福
祉
課
へ
内
線
１
５
１
２

④

月に２回練習しています

●文化財データ
市指定文化財指定日／
昭和51年4月1日
所在地／広瀬台1‐22

平成２７年度採用の市職員を募集
◎事務職／募集人員25名程度　受験資格 ▼昭和61年4月

2日以降に生まれ、大学を卒業した方 ▼平成3年4月2日

以降に生まれ、短大か専修学校を卒業した方 ▼平成5年

4月2日以降に生まれ、高校を卒業した方

◎事務職（身体障がい者対象）／募集人員1名程度　受験

資格昭和56年4月2日以降に生まれ、次のすべてに該当す

る方 ▼高校を卒業 ▼身体障害者手帳の交付を受けてい

る ▼活字印刷文による出題に対応できる ▼口述試験に

対応できる ▼自力により通勤ができ、かつ介護者なしに

週38時間45分の勤務の遂行が可能

◎土木技術／募集人員5名程度　受験資格 ▼昭和56年4

月2日以降に生まれ、大学の土木関係の学部、学科を卒業

した方 ▼昭和61年4月2日以降に生まれ、短大か専修学

校の土木関係の学部、学科を卒業した方 ▼昭和63年4月

2日以降に生まれ、高校の土木関係の学科を卒業した方

◎建築技術／募集人員4名程度　受験資格 ▼昭和56年4

月2日以降に生まれ、大学の建築関係の学部、学科を卒業

した方 ▼昭和61年4月2日以降に生まれ、短大か専修学

校の建築関係の学部、学科を卒業した方 ▼昭和63年4月

2日以降に生まれ、高校の建築関係の学科を卒業した方

◎電気技術／募集人員3名程度　受験資格 ▼昭和56年4

月2日以降に生まれ、大学の電気関係の学部、学科を卒業

した方 ▼昭和61年4月2日以降に生まれ、短大か専修学

校の電気関係の学部、学科を卒業した方 ▼昭和63年4月

2日以降に生まれ、高校の電気関係の学科を卒業した方

◎保健師／募集人員1名程度　受験資格 ▼昭和61年4月2

日以降に生まれ、保健師の免許を有する方

◎保育士／募集人員3名程度　受験資格 ▼昭和61年4月2

日以降に生まれ、保育士の資格を有する方

※いずれも平成27年3月までに卒業見込み、免許・資格取

得見込みを含む

 第１次試験

試験日9月21日㈰　試験内容適性検査、性格検査、教養試

験、作文、専門試験（土木技術、建築技術、電気技術、保健

師、保育士）　申込み7月31日㈭～8月2日㈯の8時30分～

17時15分に、申込書（職員課に用意。ホームページからも

ダウンロード可）を持って市役所3階302会議室（本人が

持参。代理人・郵送不可）へ　※試験会場は別途通知します

問合せ職員課へ内線3514


